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一
．
バ
リ
島
の
信
仰

　
バ
リ
島
は
、
島
民
の
九
〇
％
以
上
が
バ

リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
あ
り
⑴
、
バ
リ

島
独
自
に
発
展
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
へ
の

信
仰
が
盛
ん
な
島
で
あ
る
。
バ
リ
・
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
特
徴
の
一
つ
は
、
神
の
姿
が

造
形
さ
れ
な
い
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
バ
リ

島
の
土
着
信
仰
と
習
合
し
て
発
展
し
て

い
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
立
川
二
〇

一
四
）。
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
も
う
一

つ
の
特
徴
は
、
サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ィ
デ
ィ

（Sang H
yang W

idi

）
と
い
う
神
の
存

在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
神
は
、
ブ
ラ
フ

マ
ー
・
ビ
シ
ュ
ヌ
・
シ
ヴ
ァ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

三
神
よ
り
も
上
位
に
あ
る
唯
一
神
で
あ
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
是
「
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ

（Pancasila

）」
の
第
一
原
則
、
唯
一
神

へ
の
信
仰
と
い
う
思
想
へ
の
対
応
の
た
め

に
創
出
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、
バ
リ
島
に
は
多
く
の
神
々
が
い
る
。

そ
れ
は
、
寺
院
だ
け
で
な
く
、
山
や
樹
木
、

道
端
や
川
や
泉
な
ど
に
も
存
在
し
て
い
る

と
い
う（
賈
二
〇
〇
九
）。ま
た
、亡
く
な
っ

た
先
祖
が
神
と
し
て
敷
地
内
に
祀
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
遍
満
す

る
神
々
に
対
し
、
バ
リ
島
民
は
毎
日
欠
か

す
こ
と
な
く
供
物
を
捧
げ
、
そ
れ
を
絶

や
す
こ
と
は
な
い
。「
バ
リ
に
お
け
る
儀

礼
と
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
供
物
の
献
納
で

あ
る
」（
中
村
一
九
九
四
）
と
言
わ
れ
る
。

日
本
で
も
路
傍
の
お
地
蔵
様
や
小
さ
な
祠

に
花
が
供
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
が
、

バ
リ
島
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
が
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
毎
日
供
え
る
と
い
う
姿
で
は
な

い
。
本
報
告
で
は
、
バ
リ
島
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
供
物
、
そ
し
て
供
物

が
捧
げ
ら
れ
る
場
と
し
て
の
神
が
降
臨
す

る
石
の
座
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

二
．
供
物
　

－チ
ャ
ナ
ン
と
チ
ャ
ル

－

①
バ
リ
島
で
見
た
供
物

　
バ
リ
島
内
を
散
策
す
る
と
、
家
の
入
口

や
道
端
に
祭
壇
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。
そ
れ
は
、
装
飾
さ
れ
た
木

製
の
台
、
竹
を
籠
状
に
編
ん
だ
も
の
、
日

調
査
報
告

　
バ
リ
島
で
見
た
信
仰
の
諸
相

　
　
　
―
供
物
チ
ャ
ナ
ン
と
神
座
パ
ド
マ
サ
ナ
―
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本
の
灯
籠
の
よ
う
な
形
を
し
た
も
の
や
椅

子
の
よ
う
な
形
を
し
た
も
の
な
ど
、
多
種

多
様
で
あ
る【
写
真
1
〜
3
】。
こ
の
様
々

な
形
の
祭
壇
に
は
、
必
ず
真
新
し
い
供
物

が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
供
物
は
、
椰

子
の
よ
う
な
植
物
の
葉
で
作
ら
れ
た
容
器

の
中
に
花
び
ら
を
入
れ
た
も
の
が
多
い
が

【
写
真
4
】、
な
か
に
は
米
や
玉
子
、
果
実

な
ど
を
入
れ
た
も
の
や
、
火
の
つ
い
た
線

香
が
横
た
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
別
の
場
所
で
は
、
同
様
の
供
物
が
地
面

に
直
接
置
か
れ
て
い
た
。
あ
る
も
の
は
新

し
く
綺
麗
な
状
態
だ
っ
た
が
、
あ
る
も
の

は
人
や
車
に
踏
み
し
だ
か
れ
て
ゴ
ミ
と
化

し
て
い
た
【
写
真
5
、
6
】。
テ
ィ
ル
タ
・

ウ
ン
プ
ル
寺
院
（Pura Tirta Em

pul

）

の
門
前
に
あ
る
土
産
物
屋
街
で
は
、
商
店

の
前
の
歩
道
上
に
供
物
が
置
い
て
あ
る
こ

と
が
多
く
、
う
っ
か
り
す
る
と
蹴
飛
ば
し

た
り
、
踏
ん
づ
け
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
祭
壇
の
上
に
置
か
れ
た
供
物
と
地
面
に

置
い
て
あ
る
供
物
は
、
置
い
て
あ
る
場
所

こ
そ
違
う
が
、
見
た
目
は
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
ず
れ
も
神
様
に
供
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
た
。

し
か
し
、
地
面
の
上
に
置
か
れ
、
ゴ
ミ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
ど
う
理
解
す

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
現
地
ガ
イ
ド
に

訊
い
て
み
る
と
、
店
の
前
に
置
か
れ
た
供

物
は
そ
の
日
の
商
売
に
問
題
が
な
い
よ
う
、

毎
朝
供
え
て
い
て
、
供
え
て
し
ま
っ
た
ら
、

あ
と
は
ゴ
ミ
と
同
じ
扱
い
に
な
る
ら
し
く
、

蹴
飛
ば
し
て
も
踏
ん
づ
け
て
も
問
題
な
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
想
の

背
景
に
は
、
神
々
等
は
供
物
の
精
髄
の
み

を
食
べ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
（
中
村
一
九
九
四
）。
こ
の
考
え
方

に
従
え
ば
、
捧
げ
る
前
の
供
物
は
神
様
が

食
べ
る
の
で
大
切
だ
が
、
捧
げ
終
る
と
神

様
が
食
べ
た
後
に
な
る
た
め
、
踏
ん
で
も

蹴
っ
て
も
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

②
供
物
を
何
と
呼
ぶ
か

　
供
物
は
、
祭
壇
等
の
台
上
に
あ
る
場
合

は「
チ
ャ
ナ
ン
」（C

anang

）ま
た
は「
バ

ン
テ
ン
」（Banten

）
と
呼
ば
れ
、「
デ
ワ
」

（D
ew

a

）
と
呼
ば
れ
る
天
界
の
神
々
や

祖
霊
神
に
捧
げ
ら
れ
る
供
物
で
あ
る
（
吉

田
Ｐ
一
一
三
、
ク
タ
Ｐ
二
三
三
）。
地
面

に
あ
る
場
合
は
「
チ
ャ
ル
」（C

aru

）
と

呼
ば
れ
、
下
界
の
悪
霊
「
ブ
タ
・
カ
ラ
」

（Butah kala

）
に
捧
げ
ら
れ
る
供
物
で

あ
る
（
吉
田
一
九
九
二
）。

　
チ
ャ
ナ
ン
と
バ
ン
テ
ン
の
違
い
は
、
供

物
の
種
類
に
よ
る
。
チ
ャ
ナ
ン
は
椰
子
の

葉
や
花
な
ど
の
供
物
を
指
し
、
バ
ン
テ
ン

は
果
物
、
肉
、
菓
子
と
チ
ャ
ナ
ン
を
あ
わ

せ
た
物
で
あ
る
と
い
う
（
ク
タ
一
九
九

八
）
⑵

。
チ
ャ
ナ
ン
に
一
般
的
に
使
わ
れ

る
花
は
、
ア
ジ
サ
イ
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
、
マ

リ
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
日
本
で
も
見
ら
れ
る
も

の
や
、
南
方
に
生
育
す
る
香
り
の
強
い
花

な
ど
が
盛
ら
れ
る
。
ま
た
、「
パ
ン
ダ
ナ

【写真 4】供物

【写真 5】地面に置かれた供物【写真 6】ゴミと化した供物
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ス
」（Pandan H

arum

）
と
い
う
多
年

草
の
葉
の
細
切
り
が
利
用
さ
れ
る
（
新
妻

二
〇
〇
七
）。
私
が
見
た
チ
ャ
ナ
ン
に
も

パ
ン
ダ
ナ
ス
と
思
わ
れ
る
葉
の
細
切
り
が

盛
ら
れ
て
い
た
の
を
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
た
【
写
真
４
の
中
心
に
あ
る
線
状
の
も

の
】。
な
お
、【
写
真
7
】
は
、
私
が
見
た

唯
一
の
動
物
を
使
っ
た
供
物
で
、
鳥
を
丸

焼
き
に
し
た
も
の
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。

　
チ
ャ
ル
に
は
生
の
鶏
の
頭
と
皮
、
生
の

牛
や
水
牛
の
首
、
焼
い
た
ご
飯
な
ど
を
盛

る
と
い
う
（
吉
田
一
九
九
二
）
が
、
私
が

見
た
地
面
に
置
か
れ
た
供
物
に
は
こ
の
よ

う
な
生
々
し
い
も
の
は
載
っ
て
お
ら
ず
、

内
容
は
チ
ャ
ナ
ン
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
な

い
も
の
だ
っ
た
。
供
物
の
内
容
か
ら
は
、

私
が
見
た
地
面
に
置
か
れ
て
い
た
供
物
が

チ
ャ
ル
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

チ
ャ
ナ
ン
は
必
ず
祭
壇
な
ど
上
の
方
に
置

か
れ
、
チ
ャ
ル
は
必
ず
地
面
に
置
か
れ
る

と
い
う
か
ら
（
吉
田
一
九
九
二
、
賈
二
〇

〇
九
）、
私
が
見
た
も
の
は
チ
ャ
ル
の
一

種
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
テ
ィ
ル
タ
・
ウ

ン
プ
ル
寺
院
の
土
産
物
屋
の
例
は
、
商
売

を
悪
霊
に
邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う
に
ブ
タ
・

カ
ラ
に
供
物
を
捧
げ
た
と
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。

三
．
神
座
　

－
パ
ド
マ
サ
ナ

－

　
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
は
神
の
造
形

が
な
い
。
今
回
、
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺

院
を
い
く
つ
か
訪
問
し
た
が
、
拝
む
対
象

と
し
て
の
像
や
絵
画
は
極
め
て
少
な
い
と

い
う
印
象
を
持
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
、

神
が
降
臨
す
る
た
め
の
石
の
座
が
作
ら
れ
、

普
段
は
天
界
や
山
上
に
い
る
神
々
は
、
祭

日
に
な
る
と
寺
院
に
あ
る
石
の
座
に
降
臨

す
る
と
い
う
（
吉
田
一
九
九
二
、
賈
二
〇

〇
九
）。

　
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
玄
関
前
の
片
隅
に

は
、
何
ら
か
の
宗
教
的
な
施
設
だ
ろ
う
と

直
感
で
き
る
レ
ン
ガ
造
り
の
建
造
物
が

あ
っ
た
【
写
真
8
】。
基
壇
部
分
は
亀
の

よ
う
な
動
物
⑶
、
そ
の
上
に
竜
の
よ
う
な

造
形
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
装
飾
的
な
模

様
が
あ
り
、
一
番
上
は
椅
子
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
た
。
基
壇
部
分
の
亀
は
「
バ
ダ

ワ
ン
」（Badaw

ang

）
と
呼
ば
れ
る
世

界
を
支
え
る
亀
で
、
竜
は
「
ナ
ー
ガ
」

（N
aga

）
と
呼
ば
れ
る
神
話
上
の
蛇
で

あ
ろ
う
。

　
こ
の
建
造
物
に
つ
い
て
、
現
地
ガ
イ
ド

に
訊
く
と
、「
フ
ァ
ド
ゥ
マ
サ
ナ
ー
」
と

い
う
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
が
、
こ
れ
は

「
パ
ド
マ
サ
ナ
」（Padm

asana

）
と
呼

ば
れ
る
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
宗
教
施

設
で
、「
蓮
華
座
（lotus-seat

）、
太
陽

神
ス
リ
ヤ
の
姿
を
と
っ
た
シ
ワ
神
の
た
め

の
石
造
り
の
祭
壇
」（「
用
語
解
説
・
索
引
」

一
九
九
四
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、「
神
座
」
で
あ
り
、
寺
院
に
あ
る
場
合
、

こ
こ
は
サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ィ
デ
ィ
を
祀

る
場
に
な
る
と
い
う
（
嘉
原
一
九
九
四
）。

　

今
回
訪
問
し
た
寺
院
に
も
パ
ド
マ
サ

ナ
の
存
在
は
確
認
で
き
た
が
【
写
真
9
】、

【写真 7】籠の中央に焼いた鳥が見える
（ティルタ・ウンプル寺院にて）

【写真 8】ホテル敷地内にあっ
た建造物

【写真 9】タナ・ロット寺院
（Pura Tanah Lot）のパドマサナ
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そ
れ
以
上
に
気
に
な
る
の
は
、
街
の
至
る

所
に
椅
子
の
形
を
し
た
パ
ド
マ
サ
ナ
が
存

在
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
【
写
真
3
、
10
、

11
】。
街
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ド
マ

サ
ナ
は
、
石
造
、
レ
ン
ガ
造
、
セ
メ
ン
ト

造
と
様
々
な
材
質
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

高
さ
は
大
人
が
椅
子
の
上
に
チ
ャ
ナ
ン
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
高
さ
の
も
の

が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
灯
籠
の
よ
う
な
形
を
し

た
も
の
も
あ
っ
た
【
写
真
3
左
側
】。
バ

リ
島
民
が
こ
れ
を
何
と
呼
ん
で
い
る
の
か

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
灯
籠
で
い
う
火

袋
の
部
分
に
チ
ャ
ナ
ン
が
捧
げ
ら
れ
て
お

り
【
写
真
12
】、
神
様
を
祀
る
施
設
で
あ

る
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
街
に
お
い
て
、
チ
ャ
ナ
ン
や

チ
ャ
ル
を
供
え
る
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
前
の
パ
ド
マ
サ
ナ

で
男
性
が
供
物
を
捧
げ
る
と
こ
ろ
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
、
花
び
ら
を
盛
っ

た
供
物
を
パ
ド
マ
サ
ナ
の
前
に
設
え
ら

れ
た
台
の
上
に
置
き
、
線
香
を
手
向
け

て
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
っ
た
。
ほ
ん
の
十

数
秒
の
祈
り
で
あ
っ
た
が
、
パ
ド
マ
サ

ナ
へ
の
生
き
た
信
仰
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
祈
り
を
終
え
た
彼
は
、
去
り
際
に
供

物
の
花
び
ら
一
片
を
右
耳
の
上
に
乗
せ
て

い
っ
た
。
タ
マ
ン
・
ア
ユ
ン
寺
院
（Pura　

Tam
an　

A
yun

）
で
門
の
神
様
の
耳

に
花
を
飾
っ
て
い
る
光
景
を
見
た
が
【
写

真
13
】、
耳
の
上
に
花
を
飾
る
と
い
う
行

為
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
。

お
わ
り
に

　
私
は
古
代
日
本
の
仏
教
史
を
研
究
し
て

い
る
た
め
、
本
稿
の
最
後
で
は
日
本
と
バ

リ
島
の
共
通
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

平
安
時
代
中
期
、
比
叡
山
横
川
に
あ
っ
た

霊
山
院
と
い
う
堂
舎
で
は
、
本
尊
の
釈
迦

如
来
像
が
生
き
て
い
る
も
の
と
し
て
供
養

す
る
「
釈
迦
生
身
供
」
と
い
う
法
会
が
毎

日
営
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
法
会
に
お
い
て

は
、
釈
迦
像
に
対
し
朝
昼
に
食
事
や
果
物

を
供
え
、
暗
く
な
っ
た
ら
灯
明
を
灯
し
、

寒
け
れ
ば
火
鉢
で
堂
内
を
温
め
、
暑
け
れ

ば
釈
迦
像
を
扇
で
煽
ぐ
と
い
う
供
養
が
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
生
身
供
は
現

代
の
日
本
に
も
生
き
て
い
る
。
た
と
え
ば

延
暦
寺
浄
土
院
で
は
最
澄
の
た
め
に
、
高

野
山
奥
の
院
で
は
空
海
の
た
め
に
、
今
日

に
お
い
て
も
毎
日
食
事
が
供
さ
れ
て
い
る
。

　
霊
山
院
や
延
暦
寺
浄
土
院
、
高
野
山
奥

の
院
で
行
わ
れ
て
い
る
供
養
は
、
供
養
の

対
象
と
な
る
人
格
へ
の
強
い
畏
敬
の
念
が

長
い
間
続
い
て
き
た
た
め
、
現
在
に
も
伝

【写真 11】ホテル近くにあっ
たパドマサナ

【写真 12】灯籠型の火袋内にチャナンが供
えられている。

【写真 10】
街にあったパドマサナ

【写真 13】タマン・アユン寺院の門にいる
花を飾り付けた神
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わ
る
も
の
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

バ
リ
島
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
バ
リ

島
民
は
、
島
に
遍
満
す
る
神
々
や
祖
先
霊

を
綿
綿
と
強
く
畏
敬
し
続
け
、代
々
、チ
ャ

ナ
ン
を
供
養
す
る
と
い
う
行
為
を
続
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
と
バ
リ
島
と
の
間
に
は
文
化
・
習

俗
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
バ
リ
島
の

い
た
る
所
に
神
々
が
存
す
る
と
い
う
考
え

方
は
、
日
本
の
八
百
万
の
神
々
と
似
た
発

想
と
い
え
る
。
国
民
性
の
違
い
を
鑑
み
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
他
方
で
供
物
や

八
百
万
の
神
々
と
い
う
共
通
点
を
視
座
と

し
て
、
バ
リ
島
の
文
化
や
習
俗
を
見
る
こ

と
で
、
バ
リ
島
と
い
う
遠
く
離
れ
た
島
を

よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
註
］

⑴
バ
リ
人
の
九
三
・
一
八
％
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

徒
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
九
九
％
以
上
が
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
い
う
県
も
あ
る
と
い
う（
嘉

原
優
子
「
バ
リ
島
の
概
観
」（『
神
々
の
島
バ

リ
―
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
儀
礼
と
芸
能
―
』

春
秋
社
、
一
九
九
四
年
））

⑵
本
報
告
で
は
台
上
に
置
か
れ
る
供
物
の
名
称

を
「
チ
ャ
ナ
ン
」
で
統
一
し
た
い
。

⑶
写
真
で
は
パ
ド
マ
サ
ナ
の
前
に
あ
る
机
が
邪

魔
を
し
て
「
バ
ダ
ワ
ン
」
の
造
形
は
見
え
な
い
。

［
参
考
文
献
］

・
賈
鍾
壽
『
バ
リ
島
―Island of G

ods

―
』
大

学
教
育
出
版
、
二
〇
〇
九
年

・
立
川
武
蔵
『
宗
教
の
世
界
史
二　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
歴
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
四
年

・
吉
田
禎
吾
『
バ
リ
島
民
―
祭
り
と
花
の
コ
ス
モ

ロ
ジ
ー
―
』
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年

・
中
村
潔
「
バ
リ
の
儀
礼
と
共
同
体
」（
吉
田

禎
吾
監
修
『
神
々
の
島
バ
リ
―
バ
リ
・
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
の
儀
礼
と
芸
能
―
』
春
秋
社
、
一
九

九
四
年
）

・
ク
タ
・
ア
ル
ダ
ナ
、
鈴
木
理
伊
『
ク
タ
・
ア
ル

ダ
ナ
の
バ
リ
語
会
話
』
め
こ
ん
、
一
九
九
八

年
・
新
妻
昭
夫
「
バ
リ
・
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
供
花
に

関
す
る
調
査
報
告
」（『
恵
泉
女
学
園
大
学
園
芸

文
化
研
究
所
報
告
：
園
芸
文
化
』
二
〇
〇
七
年
）

・「
用
語
解
説
・
索
引
」（『
神
々
の
島
バ
リ
―
バ
リ
・

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
儀
礼
と
芸
能
』
春
秋
社
、
一

九
九
四
年
）

・
嘉
原
優
子
「
バ
リ
島
の
概
観
」（『
神
々
の
島

バ
リ
―
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
儀
礼
と
芸
能
』

春
秋
社
、
一
九
九
四
年
）


